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アドミッション・ポリシー（入学者の受入れに関する方針） 
〇求める学生像 

・高等専門学校等において実践的技術者として身に付けた基礎的知識・技術をさらに高度化し

ようとする強い意欲を有している人 

・他者の意見を聞き、適切な判断に基づき、自らの考えを表現できる人  

・他者を思いやることができ、責任ある行動をとることができる人 

〇入学者選抜の基本方針 

本校の求める学生像に合致した人を選抜するため、推薦による選抜（推薦選抜）、学力検査

による選抜（学力選抜）、社会人特別選抜を実施します。 

推薦選抜では、出身学校長から推薦された志願者のうち、本校の教育を受けるのに必要な素

養と基礎学力を有した人を、面接及び調査書の総合評価によって選抜します。 

学力選抜では、本校の教育を受けるのに必要な素養と基礎学力を有した人を、学力検査（数

学、英語、専門）、調査書及び面接の総合評価によって選抜します。 

社会人特別選抜では、本校の教育を受けるのに必要な素養と基礎学力を有した人を、面接及

び調査書の総合評価によって選抜します。 
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一関工業高等専門学校専攻科学生募集要項 

 

Ⅰ 募 集 人 員 

専  攻 コース 募集人員 入学定員 

システム創造工学専攻 

機 械 コ ー ス  4 名 

16 名 
電気電子コース 4 名 

情 報 コ ー ス  4 名 

応用化学コース 4 名 

 

 

Ⅱ 選 抜 方 法 及 び 日 程 
入学者の選抜は、推薦による選抜、学力検査による選抜及び社会人特別選抜の三つの方法で行

います。それぞれの日程は、下記のとおりです。 

選 抜 方 法  願書受付期間 検 査 日 合格者発表日 

推 薦 に よ る 選 抜 5 月 1 日（水）～5 月 8 日（水） 5 月 15 日（水） 5 月 20 日（月） 

学力検査による選抜 
・ 

社 会 人 特 別 選 抜 
5 月 22 日（水）～5 月 29 日（水） 6 月 8 日（土） 6 月 17 日（月） 

 

 

Ⅲ 本校以外の教育機関出身者等の出願について 
本校以外の教育機関出身者又は本校本科出身者で令和 7年 3月に本校の本科を卒業見込の者と異

なる教育課程で教育を受けた者（推薦による選抜、学力検査による選抜、社会人特別選抜のいずれ

も該当）は、以下の理由により、あらかじめ成績証明書及びシラバス等（学習内容及び実施授業時

間数を証明できる書類）を願書受付開始日の 14 日前までに本校学生課教務係に提出し、入学後の

措置を確認したうえで出願してください。 

 

学位（工学）の取得 

大学改革支援・学位授与機構へ学士（工学）の学位申請を行う際、入学後に修得する科目と単位

数の他に、入学前に在籍していた教育機関で修得した科目と単位数を届け出ますので、学位申請に

必要な科目を履修していることを確認しておく必要があります。 
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Ⅳ 推 薦 に よ る 選 抜 
 

１ 出 願 資 格 

 

次の各号のいずれにも該当する者 

(1) 令和 7 年 3 月に高等専門学校を卒業見込みの者 

(2) TOEIC® Listening & Reading テスト(IP テストを含む)スコア 400 点以上を取得している者 

(3) 4 年次の学業成績において学級の席次が上位１／２以内で人物が優れていると認められる者 

(4) 在籍学校長による推薦を受け、合格した場合、確実に入学する意志がある者 

 

※出願資格(4)について、本校からの受験者については所属する系からの推薦を受けている者とし

ます。 

 

２ 出 願 手 続 

 

(1) 願 書 受 付 

① 受付期間  令和 6 年 5 月 1 日（水）から令和 6 年 5 月 8 日（水）まで 

② 受付時間  午前 9 時から午後 4 時まで 

③ 受付場所  一関工業高等専門学校 学生課教務係（TEL 0191-24-4717） 

〒021－8511 岩手県一関市萩荘字高梨 

（注）郵送の場合は、必ず書留郵便とし、封筒の表に「専攻科出願書類在中」と朱書き

してください。また、5 月 8 日（水）午後 4 時必着です。 

 

(2) 出願書類等 

入 学 願 書  本校所定の用紙に必要事項を記入してください。 

写 真 票  
出願前 3 ヶ月以内に撮影した、上半身・無帽・正面向きの写真（縦 4.5cm×

横 3.5cm）を本校所定の用紙に貼付してください。 

受 験 票 本校所定の用紙に必要事項を記入してください。 

志望理由書  本校所定の用紙に必要事項を記入してください。 

推 薦 書  
本校所定の用紙により、在籍学校長が作成したものを提出してください。

（ただし、本校在籍者については不要です。） 

調 査 書  
本校所定の用紙により、在籍学校長が作成し厳封したものを提出してくだ

さい。 

入学検定料  

16,500 円 

振込依頼書用紙（本校所定）に記入の上、振込の手続きを行い、振込金証明

書を振込金証明書貼付票欄に貼り付けて提出してください。 

郵便局（ゆうちょ銀行）からの振込は、「郵便局（ゆうちょ銀行）からの入

学検定料の振込みについて」（p.20）を参照してください。 
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T O E I C 

スコアシート 

次のいずれかにより提出してください。ただし、推薦による選抜日を基準

に 2 年以内に取得したスコアとします。 

①「TOEIC® Listening & Reading 公開テスト」公式認定証の場合 

・紙媒体の場合は原本のコピー 

・デジタル形式の場合は印刷したもの（ただし、出願期間までに公式ホー

ムページ等で確認することが可能であること。） 

②「TOEIC® Listening & Reading IP テスト」個人成績表の場合 

・原本のコピー 

そ の 他 
現に日本国内に在住する外国人は、市区町村長が発行する「住民票の写し

（国籍、在留資格、在留期間が記載されたもの）」を提出してください。 

※ 出願に必要な書類は本校ホームページからダウンロードしてください。 

 

(3) 出願に関する注意事項 

① 出願書類の不備なものは受け付けません。 

② 提出した出願書類に虚偽の記載があった場合は、入学後であっても入学を取り消すことがあ

ります。 

③ 出願書類提出後の記載事項の変更は認めません。 

④ 受理した出願書類及び入学検定料は、いかなる理由があっても返還しません。 

⑤ 受験上もしくは修学上、特別な措置又は配慮が必要な場合は、願書受付期間前に学生課教務

係に相談してください。 

 

３ 選抜の方法 

 

入学者の選抜は、面接（専門科目に関する口頭試問を含む）及び調査書の内容等を総合して行

います。ただし、本校からの受験者については、各系からの推薦に基づいて総合的に合否を判定

します。本校以外からの受験者については、面接を次の日程で行います。 

(1) 期 日  令和 6 年 5 月 15 日（水） 午後 1 時 30 分から 

         （注）午後 1 時までに本校の指定する場所に集合してください。 

(2) 区 分  面接（口頭試問含む） 

(3) 場 所  一関工業高等専門学校 

 
４ 合格者の発表 

 

令和 6 年 5 月 20 日（月）正午 

本校ホームページ（https://www.ichinoseki.ac.jp/）に合格者の受験番号を掲載します。また、

在籍学校長宛てに合否を文書で通知し併せて合格者に「合格通知書」を交付します。なお、電話

等による合否の問い合わせには、一切応じられません。 
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５ 入学確約書の提出 

 

合格通知を受けた者は、「入学確約書」を提出してください。なお、提出期限までに「入学確約

書」を提出しない者は、本校に入学意志がないものとして取り扱います。 

(1) 提出期限  令和 6 年 5 月 31 日（金）午後 5 時 

(2) 提 出 先  一関工業高等専門学校 学生課教務係 

 

６ 「推薦による選抜」に合格しなかった者の取り扱い 

 

「推薦による選抜」の結果、不合格となった者で、「学力検査による選抜」の受験を希望する

者は、「Ⅴ 学力検査による選抜」に定めるところにより、再度出願の手続きを行ってください。 

なお、この際は「調査書」の提出を要しませんが、入学検定料は必要です。 
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Ⅴ 学力検査による選抜 
 

１ 出願資格 

 

次の各号のいずれかに該当する者 

(1) 一関工業高等専門学校を卒業した者及び令和 7 年 3 月に卒業見込みの者 

(2) 高等専門学校を卒業した者及び令和 7 年 3 月に卒業見込みの者 

(3) 高等学校（中等教育学校の後期課程及び特別支援学校の高等部を含む。）専攻科の課程を修了

した者のうち学校教育法第 58 条の 2（同法第 70 条第 1 項及び第 82 条において準用する場

合を含む。）の規定により大学に編入することができる者 

(4) 短期大学を卒業した者及び令和 7 年 3 月に卒業見込みの者 

(5) 専修学校の専門課程を修了した者及び令和 7 年 3 月に修了見込みの者のうち、学校教育法第

132 条の規定により、大学に編入学することができる者 

(6) 外国において、学校教育における 14 年の課程を修了した者及び令和 7 年 3 月に修了見込み

の者 

(7) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国

の学校教育における 14 年の課程を修了した者及び令和 7 年 3 月に修了見込みの者 

(8) 我が国において、外国の短期大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における 14 年の

課程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において

位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した

者及び令和 7 年 3 月までに修了見込みの者 

(9) その他本校の専攻科において、高等専門学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めら

れた者 

 

※ 出願資格(2)から(9)で出願しようとする者は、出願資格等について確認しますので、入学願書

受付開始日の 14 日前までに本校学生課教務係にお問い合わせください。 

 

２ 出願手続 

 

(1) 願書受付 

① 受付期間  令和 6 年 5 月 22 日（水）から令和 6 年 5 月 29 日（水）まで 

② 受付時間  午前 9 時から午後 4 時まで 

③ 受付場所  一関工業高等専門学校 学生課教務係（TEL 0191-24-4717） 

〒021-8511 岩手県一関市萩荘字高梨 

（注）郵送の場合は、必ず書留郵便とし、封筒の表に「専攻科出願書類在中」と朱書き

してください。また、令和 6 年 5 月 29 日（水）午後 4 時必着です。 
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（2） 出願書類等 

入 学 願 書  本校所定の用紙に必要事項を記入してください。 

写 真 票 
出願前 3 ヶ月以内に撮影した、上半身・無帽・正面向きの写真（縦 4.5cm×

横 3.5cm）を本校所定の用紙に貼付してください。 

受 験 票 本校所定の用紙に必要事項を記入してください。 

志望理由 書 本校所定の用紙に必要事項を記入してください。 

調 査 書 
本校所定の用紙により、在籍（出身）学校長が作成し厳封したものを提出し

てください。 

入学検定 料 

16,500 円 

振込依頼書用紙（本校所定）に記入の上、振込の手続きを行い、振込金証明

書を振込金証明書貼付票欄に貼り付けて提出してください。 

郵便局（ゆうちょ銀行）からの振込は、「郵便局（ゆうちょ銀行）からの入

学検定料の振込みについて」（p.20）を参照してください。 

T O E I C 

スコアシート 

次のいずれかにより提出してください。ただし、学力検査による選抜日を

基準に 2 年以内に取得したスコアとします。 

①「TOEIC® Listening & Reading 公開テスト」公式認定証の場合 

・紙媒体の場合は原本のコピー 

・デジタル形式の場合は印刷したもの（ただし、出願期間までに公式ホー

ムページ等で確認することが可能であること。） 

②「TOEIC® Listening & Reading IP テスト」個人成績表の場合 

・原本のコピー 

そ の 他 
現に日本国内に在住する外国人は、市区町村長が発行する「住民票の写し

（国籍、在留資格、在留期間が記載されたもの）」を提出してください。 

※ 出願に必要な書類は本校ホームページからダウンロードしてください。 

 

(3) 出願に関する注意事項 

① 出願書類の不備なものは受け付けません。 

② 提出した出願書類に虚偽の記載があった場合は、入学後であっても入学を取り消すことがあ

ります。 

③ 出願書類提出後の記載事項の変更は認めません。 

④ 受理した出願書類及び入学検定料は、いかなる理由があっても返還しません。 

⑤ 受験上もしくは修学上、特別な措置又は配慮が必要な場合は、願書受付期間前に学生課教務

係に相談してください。 

 

３ 選抜の方法 

 

入学者の選抜は、学力検査（数学 100 点満点、英語 100 点満点、専門 200 点満点の合計 400 点満

点）、調査書（100 点満点）及び面接（30 点満点）の総合点で判定します。なお、学力検査の合計

点が配点の 50%に達しない場合、またはいずれかの科目の得点が配点の 20%に達しない場合は不

合格となります。 
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(1) 学力検査・面接日時等 

日    時 科  目 時   間 場   所 

令和 6年 6月 8日（土） 

数  学 9:00 ～ 10:30 

一関工業高等専門学校 専  門 11:00 ～ 12:30 

面  接 13:30 ～ 

（注）午前 8 時 30 分までに本校の指定する場所に集合してください。 

 

(2) 学力検査科目及び出題範囲・分野 

科  目 出  題  範  囲 

数     学 基礎数学、微分・積分、線形代数、偏微分・重積分、微分方程式 

 

専 門 

志望コース 出 題 分 野 

機 械 コ ー ス 

材料力学（引張および圧縮、はりの曲げと応力、モールの応力

円、（ねじりは含まない）） 

機械力学（物体に働く力、物体の運動、運動と仕事の関係、１

自由度の振動、単振り子、バネ‐マス系、運動方程式） 

熱力学（熱力学の基礎法則、仕事と状態量、理想気体の状態方

程式、サイクル、エンタルピー、エントロピー） 

流体力学（静水力学、質量保存則、運動方程式、ベルヌーイの

定理、境界層、層流と乱流、損失と流体抵抗、物体周りの

流れ、相似則） 

電気電子コース 
電気回路（モデルコアカリキュラム V-C-1※1） 

電磁気（モデルコアカリキュラム V-C-2※1） 

情 報 コ ー ス 

プログラミング（プログラミングの要素，ソフトウェアの作

成） 

ソフトウェア（アルゴリズム、データ構造） 

計算機工学（組み合わせ論理回路、順序回路） 

情報数学（離散数学） 

応用化学コース 

無機化学（原子の電子配列と周期律、化学結合と分子の構造、

無機物質） 

有機化学（有機化合物の結合と構造、炭化水素の性質と反応、

主な官能基の特徴と反応） 

物理化学（気体の性質、相平衡、熱力学と化学平衡） 

化学工学（物質収支、単位操作，反応工学） 

生物化学（生体物質、代謝、酵素） 

※1：モデルコアカリキュラム－ガイドライン－（経済・ビジネス系を除く）pp.65-66 を参照。 

https://www.kosen-k.go.jp/wp/wp-content/uploads/2024/04/2017_Model-Core-Curriculum-

Guidelines.pdf 
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(3) 英語の得点について 

「英語」については、筆記試験は行わず、学力検査による選抜日を基準に 2 年以内に取得した

TOEIC® Listening & Reading 公開テストまたは TOEIC® Listening & Reading  IP テストの

スコアを下記の換算方法により英語の得点とします。 

 

換算式 「英語」得点＝（TOEIC スコア）× １／５ － ２０ 

小数点以下は切り捨てます。 

TOEIC スコア 600 点以上は 100 点とします。 

 

４ 合格者の発表 

 

令和 6 年 6 月 17 日（月）正午 

本校ホームページ（https://www.ichinoseki.ac.jp/）に合格者の受験番号を掲載します。また、

合格者に「合格通知書」を交付します。なお、電話等による合否の問い合わせには、一切応じら

れません。 

 

５ 入学確約書の提出 

 

合格通知を受けた者は、「入学確約書」を提出してください。なお、提出期限までに「入学確約

書」を提出しない者は、本校に入学意志がないものとして取り扱います。 

(1) 提出期限  令和 6 年 9 月 30 日（月）午後 5 時 

(2) 提 出 先  一関工業高等専門学校 学生課教務係 
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Ⅵ 社会人特別選抜 
 

１ 出願資格 

 

次の各号のいずれかに該当し、かつ出願時において企業等において正規職員として１年以上在職

する者。さらに TOEIC® Listening & Reading テストスコア 350 点以上または TOEFL iBT®テス

トスコア 35 点以上の英語能力を有する者。 

(1) 高等専門学校を卒業した者 

(2) 短期大学を卒業した者 

(3) 専修学校の専門課程を修した者のうち、学校教育法第 132 条の規定により大学に編入学する

ことができる者 

(4) 外国において、学校教育における 14 年の課程を修了した者 

(5) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国

の学校教育における 14 年の課程を修了した者 

 

２ 出願手続 

 
(1) 願書受付 

① 受付期間  令和 6 年 5 月 22 日（水）から令和 6 年 5 月 29 日（水）まで 

② 受付時間  午前 9 時から午後 4 時まで 

③ 受付場所  一関工業高等専門学校 学生課教務係（TEL 0191-24-4717） 

〒021－8511 岩手県一関市萩荘字高梨 

（注）郵送の場合は、必ず書留郵便とし、封筒の表に「専攻科出願書類在中」と朱書き

してください。また、令和 6 年 5 月 29 日（水）午後 4 時必着です。 
 

(2) 出願書類等 

入 学 願 書 本校所定の用紙に必要事項を記入してください。 

写 真 票 
出願前 3 ヶ月以内に撮影した、上半身・無帽・正面向きの写真（縦 4.5cm×

横 3.5cm）を本校所定の用紙に貼付してください。 

受 験 票 本校所定の用紙に必要事項を記入してください。 

志 望 理 由 書 本校所定の用紙に必要事項を記入してください。 

調 査 書 
本校所定の用紙により、出身学校長が作成し厳封したものを提出してくださ

い。 

在職期間証明書 
所属企業等の長等が作成したもの（社印等があるもので様式は任意）を提出

してください。 

入 学 検 定 料 

16,500 円 

振込依頼用紙（本校所定）に記入の上、振込の手続きを行い、振込金証明書

を振込金証明書貼付票欄に貼り付けて提出してください。 

郵便局（ゆうちょ銀行）からの振込は、「郵便局（ゆうちょ銀行）からの入

学検定料の振込みについて」（p.20）を参照してください。 
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T O E I C 

（または

TOEFL） 

スコアシート 

次のいずれかにより提出してください。ただし、社会人特別選抜日を基準に

2 年以内に取得したスコアとします。 

①「TOEIC® Listening & Reading 公開テスト」公式認定証の場合 

・紙媒体の場合は原本のコピー 

・デジタル形式の場合は印刷したもの（ただし、出願期間までに公式ホーム

ページ等で確認することが可能であること。） 

②「TOEIC® Listening & Reading IP テスト」個人成績表の場合 

・原本のコピー 

③「TOEFL iBT®」公式スコアレポートの場合 

・原本のコピー 

④「TOEFL iBT®」受験者用控えスコアレポートの場合 

・原本のコピー 

そ の 他 
現に日本国内に在住する外国人は、市区町村長が発行する「住民票の写し（国

籍、在留資格、在留期間が記載されたもの）」を提出してください。 

※ 出願に必要な書類は本校ホームページからダウンロードしてください。 

 

(3) 出願に関する注意事項 

① 出願書類の不備なものは受け付けません。 

② 提出した出願書類に虚偽の記載があった場合は、入学後であっても入学を取り消すことがあ

ります。 

③ 出願書類提出後の記載事項の変更は認めません。 

④ 受理した出願書類及び入学検定料は、いかなる理由があっても返還しません。 

⑤ 受験上もしくは修学上、特別な措置又は配慮が必要な場合は、願書受付期間前に学生課教務

係に相談してください。 

 

３ 選抜の方法 

 

入学者の選抜は、面接（専門科目に関する口頭試問を含む）及び調査書の内容等を総合して行

います。 

(1) 期 日  令和 6 年 6 月 8 日（土） 午前 9 時から 

         （注）午前 8 時 30 分までに本校の指定する場所に集合してください。 

(2) 区 分  面接（口頭試問含む） 

(3) 場 所  一関工業高等専門学校 

 

４ 合格者の発表 

 

令和 6 年 6 月 17 日（月）正午 

本校ホームページ（https://www.ichinoseki.ac.jp/）に合格者の受験番号を掲載します。また、

合格者に「合格通知書」を交付します。なお、電話等による合否の問い合わせには、一切応じら

れません。 
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５ 入学確約書の提出 

 

合格通知を受けた者は、「入学確約書」を提出してください。なお、提出期限までに「入学確約

書」を提出しない者は、本校に入学意志がないものとして取り扱います。 

(1) 提出期限  令和 6 年 9 月 30 日（月）午後 5 時 

(2) 提 出 先  一関工業高等専門学校 学生課教務係 

 

 

Ⅶ 入学手続等 
 

入学手続き等については、「入学確約書」提出者に、後日通知します。 

 

 

Ⅷ 個人情報の取扱について 
 

入学志願者から提出された入学願書や調査書等に記載されている情報及び選抜に用いた学力検査

成績・評価といった入学者選抜を通じて取得した個人情報は、入学者選抜の資料として利用するとと

もに、次の目的のためにも利用します。 

(1) 入学後の教育・指導 

(2) 入学料、授業料の免除申請の審査 

(3) 奨学金申請の審査 

(4) 本校及び国立高等専門学校全体の教育制度・入学者選抜制度の改善のための調査・研究 
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入 学 案 内 

 

１．専攻科の設置 

平成 13 年 4 月（令和 4 年 4 月改組） 

 

２．専攻科の目的 

専攻科は、工業高等専門学校における 5 年間の一貫教育という特徴を活かした教育課程の上に設け

られた 2 年制の課程です。より深く高度な工業に関する学術を研究し、精深な程度において､学際的

領域や広い視野に目を向けた高度の専門的学術を教授・研究し、もって豊かな教養と人格を備え、広

く産業の発展に寄与する人材を育成することを目的としています。 

 

３．専攻及び入学定員 

システム創造工学専攻   16 名 

 

４．修業年限及び修了要件 

(1) 修 業 年 限  2 年 

(2) 修 了 要 件  62 単位以上の単位を修得すること 

 

５．教育課程 

開講科目は一般科目、コース共通科目及びコース専門科目で構成されています。また、他高専で開

講している専門科目も 20 単位まで選択科目として履修することもできます。 

 

６．学士の学位取得 

高等専門学校卒業生等が本校の専攻科において所定の単位を修得し、大学改革支援・学位授与機構

に申請することにより、大学を卒業した者と同等以上の学士（工学）の学位を取得できます。 

 

７．入学時に必要な経費 

入 学 料           84,600 円 

授 業 料          117,300 円（年額 234,600 円のうち前期分） 

※ 授業料については、4 月の前期分納付時に年額を一括納入することもできます。 

※ 在学中に授業料改定が行われた場合には、改定時から新授業料が適用されます。 

日本スポーツ振興センター掛金  1,550 円 

教科書代等           別途連絡します。 
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８．入学料・授業料の減免及び奨学金制度 

「大学等における修学の支援に関する法律」の施行により、令和 3 年 4 月から大学等の高等教育機

関に入学する学生を対象とした日本学生支援機構の給付型奨学金の支給や、授業料及び入学料の減免

措置が行われる新しい制度になりました。また、これまでどおり日本学生支援機構から奨学金の貸与

を受ける制度もあります。 

 

９．その他 

その他詳細については、下記にお問い合わせください。 

一関工業高等専門学校 学生課教務係 

〒021-8511 岩手県一関市萩荘字高梨 

電話 0191-24-4717 
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令和６年度以降入学生

授業科目 必修 選択 １年 ２年

アカデミックリーディング 2 2

英語プレゼンテーション 2 2

科学技術英語 2 2

人文社会科学特論 2 2

一般科目開設単位数 8 6 2

技術者倫理 2 2

経営工学 2 2

総合管理技術 2 2

特別研究Ⅰ 8 8

特別研究Ⅱ 10 10

創造工学特別実験 1 1

インタ－ンシップⅠ 2

インターンシップⅡ 4

応用解析学※3 2 2 2

応用線形代数学※3 2 2 2

ベクトル解析学※4 2 2 2

環境・エネルギー工学総論 2 2

システム制御工学 2 2

固体物性基礎論 2 2

モーションコントロール論 2 2

計算理論 2 2

生産システム工学 2 2

トライボロジー 2 2

工業物理化学 2 2

農学概論 2 2

知的財産 2 2

コース共通科目開設単位数 25 32 33 24

計算工学 2 2 2 ※2

相変化・物質移動工学 2 2 2 ※2

生体医工学 2 2 2 ※1

先端ロボット工学（※） 2 2 2 ※1

モビリティ設計工学 2 2 2 ※2

材料強度評価学 2 2 2 ※1

機械材料学特論 2 2 2 ※1

加工計測工学 2 2 2 ※2

センシング工学（※） 2 2 2 ※2

実践機械学習（※） 2 2 2 ※1

エネルギー変換制御機器工学 2 2 2 ※2

センシング工学（※） 2 2 2 ※2

固体電子物性学 2 2 2 ※2

光物性学 2 2 2 ※2

半導体・ナノテクノロジー基礎論 2 2 2 ※1

磁気・超伝導物性学 2 2 2 ※1

固体材料設計工学 2 2 2 ※1

信号処理特論（※） 2 2 2 ※2

画像情報処理工学（※） 2 2 2 ※2

実践機械学習（※） 2 2 2 ※1

コ
ー

ス
専
門
科
目

機
械
コ
ー

ス

電
気
電
子
コ
ー

ス

専　攻　科

　システム創造工学専攻

区
分

開設単位数 学年別配当
備考

一
般
科
目

コ
ー

ス
共
通
科
目

どちらか１科目修得すること

１科目以上修得すること

５科目以上修得すること
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画像情報処理工学（※） 2 2 2 ※2

ネットワークセキュリティ 2 2 2 ※2

空間認知工学 2 2 2 ※1

ソフトウェア開発技法 2 2 2 ※1

信号処理特論（※） 2 2 2 ※2

計算幾何学特論 2 2 2 ※1

実践機械学習（※） 2 2 2 ※1

シビックテック特論 2 2 2 ※2

先端ロボット工学（※） 2 2 2 ※1

センシング工学（※） 2 2 2 ※2

応用有機化学 2 2 2 ※2

有機分析化学 2 2 毎年開講

無機材料工学特論 2 2 2 ※1

化学システム特論 2 2 2 ※1

拡散分離工学 2 2 2 ※2

反応プロセス工学特論 2 2 2 ※2

生化学特論 2 2 2 ※1

タンパク質工学 2 2 2 ※1

遺伝子工学 2 2 2 ※1

地域資源学 2 2 2 ※2

応用計測化学 2 2 毎年開講

情報化学 2 2 2 ※2

コース専門科目開設単位数 84 84 80

33 116 123 106

コ
ー

ス
専
門
科
目

情
報
コ
ー

ス

応
用
化
学
コ
ー

ス

開設単位数合計

所属コースのコース専門科目から5科目（10単位）以上修得すること

科目名の （※） は複数コースのコース専門科目として開講

コース専門科目は他コースのコース専門科目と並列開講することがある

※1：奇数年度開講，※2：偶数年度開講

※3：応用解析学・応用線形代数学は並列開講，第１・２学年同時開講

※4：ベクトル解析学は第１・２学年同時開講
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カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成及び実施に関する方針） 
〇教育課程の編成方針 

ディプロマ・ポリシーに基づき、一般科目、専門科目及び実験実習を適切に配置し、工学分

野の知識及び技術を効果的に修得できるように体系的に教育課程を編成します。教育課程の編

成方針を以下に示します。 

① 外国語の読解能力・コミュニケーション能力を育成するため、英語科目を配置する。 

② 誠実で豊かな人間性を育成し、広い視野を獲得させるため、人文社会系科目及びインター

ンシップ科目を配置する。 

③ 複数の分野の知識・技術を応用して創造する力・開発する力を育成するために、工学に必

要な自然科学系科目及び複数の分野に共通する専門科目を配置する。 

④ 専門的な知識・技術を育成するため、専門科目を配置する。また、基礎知識と専門分野の

知識・技術を応用する力を育成するため、実験実習を配置する。さらに、実践的な課題解

決力を育成するため、課題解決型科目を配置する。 

⑤ 自らの考えを持ちつつ他者と協調して活動する力を育成するため、グループワーク、ディ

スカッション及びプレゼンテーションを取り入れた科目を配置する。 

⑥ 技術者として社会的な責任を自覚し適切な判断ができる力を育成するため、倫理観を育む

科目を配置する。また、実際に社会を経験するためにインターンシップ科目を配置する。 

○教育課程の実施方針 

編成した教育課程をとおして学修の成果が効果的に得られるように、教育課程の実施方針を

以下に示します。 

(1) ディプロマ・ポリシーに定めた能力の育成を教育課程の中で実現させるようシラバスを作

成し、それに基づいて授業を実施します。 

(2) 学生の主体的学習を促進するため、授業外における様々な取り組みを推奨します。 

(3) 学修成果は成績評価で判断します。成績評価は各科目に掲げられた授業の到達目標に対す

る達成度について、成績評価基準に基づいて行います。 

〇成績評価基準 

成績評価は 100 点法により行い、学業成績を「優」、「良」、「可」及び「不可」の評語に

よって表し、その区分は下記のとおりとします。 

優：80 点以上 

良：70 点以上 80 点未満 

可：60 点以上 70 点未満 

不可：60 点未満 
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ディプロマ・ポリシー（修了の認定に関する方針） 
教育目標に基づく以下に示す能力を身に付け、所定の単位を修得したものに対して、専攻科課

程の修了を認定します。 

① 国際社会の一員として活動できるよう、英語によるコミュニケーションができる。 

② 誠実で豊かな人間性と広い視野をもち、多様な価値観を理解することができる。 

③ 広い分野の基礎知識と優れた創造力・開発力を持つため、複合領域の知識・技術を身に付

け、様々な視点から論理的に考えることができる。 

④ 継続的に努力する姿勢とさかんな研究心をもち、課題解決に自主的に取り組むことができ

る。 

⑤ 自らの考えを持ちつつ、他者と協調して活動することができる。 

⑥ 技術と社会や自然との係わりを理解しながら、社会的責任を自覚して、適切な判断ができ

る。 
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学力検査による選抜を受験した者の入試成績の開示について 
 

受験者が希望する場合、下記により入試成績の開示を行います。 

 

１．申 請 者 

学力検査による選抜の受験者本人に限ります。（代理人による申請は認めません。） 

 

２．開 示 内 容 

学力検査の科目別得点 

（注）推薦による選抜及び社会人特別選抜は、この制度による開示の対象となりませんので注意

してください。 

 

３．申 請 期 間 

合格発表の翌日から 1ヶ月間 

（土曜日、日曜日及び祝日を除き、9:00～12:00、13:00～16:00） 

 

４．申請に必要な書類等 

(1) 一関工業高等専門学校専攻科入試成績開示申請書 

(2) 本校受験票 

(3) 印鑑 

 

５．申 請 方 法 

開示を請求する受験者本人が来校し、本校の受験票（コピーは不可）を提示し学生課の窓口で申請

してください。 

 

６．開 示 の 方 法 

申請した日に閲覧により開示します。 

 

７．問い合わせ先 

一関工業高等専門学校 学生課教務係 

電話 0191-24-4717 

〒021-8511 岩手県一関市萩荘字高梨 
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　②【本校指定】振込依頼書（領収書・振込金証明書）

　　※①の「振込依頼書（兼振替払出請求書）」のほか、下記の本校指定の振込用紙を郵便局（ゆうちょ銀行）窓口

　　　に提出し、右端の「振込金証明書」に領収印を押印してもらい、本校に提出してください。

　　　左端の振込依頼書は記載は不要ですが、郵便局（ゆうちょ銀行）で保管します。

不要 提出
必要

領収

Ｒ○.○.○

普 通 預 金 口座番号

フリガナ

コース コース

フ リ ガ ナ

 上記のとおり領収しました。

銀行 銀行

支店 支店

TEL(             )  ー

精査印

［受験者の皆さんへ］

ＡＴＭ（現金自動預払機）による

振込はしないでください。

（銀 行 控） （本 人 控） （提出用）

振替検印 振替相手科目 振替係印

一関工業高等専門学校入学検定料 一関工業高等専門学校入学検定料

手 数 料 振 込 人 負 担 （専 攻 科 用） （専 攻 科 用）

振 込 依 頼 書 電　信　扱
一関工業高等専門学校入学検定料 領　収　書 振込金証明書

（専攻科用）
　依　頼　日　　　　　  　　　年　　　月　　　日 　　　　年　　月　　日 　　　　年　　月　　日

振込先
岩 手 銀 行　一 関 支 店

振込額 ￥ 1
２０３６２０４

￥5 0 0
金

額 ￥ 1 6 5 0 0 0

氏　　名
受取人 独立行政法人国立高等専門学校機構本部

手
数
料

6 1 6 5 0
金
額

振　込

依頼人

志 望 コース コース 志望コース 志望コース

振込手数料

受
験
者

受
験
者

フリガナ

氏　 名

氏   　　名

銀行領収印のないもの

は無効とします。

銀行領収印のないも

のは無効とします。

住   　　所

取扱銀行領収印 取扱銀行領収印

収入印紙


